
アクセンチュアが厚生労働省の推進する賞を受賞したらしい！

とりあえず記事コピっとくね♪ 
引用もとは 
http://journal.mycom.co.jp/news/2009/10/09/016/index.htmlです。 

テレワークの導入や普及支援を実践している企業や団体を表彰する「第10回テレワーク推進賞」の授賞式が9月29日、都内で開催
された。 

同賞は、総務省や厚生労働省、経済産業省、国土交通省などの後援のもと日本テレワーク協会が2000年から実施し
ている表彰制度。テレワークの導入による企業の経営効率の改善や雇用創出、CO2削減などを実践している企業や
団体が自ら公募し、審査委員会の審査を経て、会長賞以下、優秀賞、奨励賞が部門別に選出される。今回で10回目を
数えた同賞は、「活力ある、明るい未来社会を目指して」がテーマ。2009年6月15日から8月7日にかけてエント
リーが受け付けられた。表彰式の冒頭で挨拶を行った日本テレワーク協会の新会長 有馬利男氏は「政府がテレ
ワーク人口倍増計画を打ち出して以降、テレワーカーは相当な数に増えつつあるだけでなく、導入の目的も幅広く

なってきたと認識している。少子高齢化による労働人口の減少をはじめ、CO2の削減など、テレワークの重要性は
まずます増していくだろう。今回で10回目となるテレワーク推進賞を受賞した事例をとおして、量だけでなく質や
実態の向上につながることを願っている」とコメントした。続いて登壇した、東京工業大学大学院 イノベーション
マネジメント研究科 技術経営専攻教授で、今回の審査委員長を務める比嘉邦彦氏は「欧米の流れを受け、"サテラ
イトオフィス"に端を発して始まった80年代に日本のテレワークは、当時予算も中身も欧米以上だったが、その後
にバブルがはじけて逆転を許してしまった。2012年までに就労人口の20%をテレワーカーとするという政府の計
画は、現時点ではギリギリ達成できそうだが、中身を見ると、内勤者のテレワークはまったく進んでいない状況だ。

しかし、ここ2、3年は全体のレベルが上がっているようにも感じている。現在のテレワークの実態は、ミドルクラス
の質が上がっている"ちょうちん型"で、上層部の質が進展していない状態。テレワーク普及の次の段階は、内勤者の
テレワークで、来年あたりにはブレイクスルーが起きることを期待している」と、昨今のテレワークの状況への考

察を語った。 

ほんとうにおめでとうございます。 
いろいろな人の雇用に熱心なのって 
大企業しかできないことだけど 
でも、それを実現してる企業って実は少ない気がする。 
そんななかアクセンチュアってほんとすごいや。 
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